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PRECISION SCIENTIFICINSTRUMENTS

AND X-RAY APPARATUS

概 説
Introductiom

電子朗徴鏡の進歩､普及に伴いその応用分野が急激に

二拡げられて た｡特に 子顕微鏡の像と

対応､高性能の廻折等の研究が化学､

れている｡新しく完成したHU-9塾

らの要求を満足する所謂高性能多能

界の注目を集めている｡又

子廻折像との

金属方面で要望さ

子顕微鏡はこれ

子贋微鏡として斯

子顕微鏡に用いる超薄切片

試料作成のため､新方式による高精度の超ミクロトーム

を完成した｡

分光光 光度計(Spectrophotometer)ほ次第に各方

面に利用されて来ているが､その一応用として炎光分析

用のものを完成した｡本機は医学､生物学をはじめアル

カリ工業方面への進出が大いに期待されている｡又色彩

の設計､管理方面より要望されている自記式分光光電光

度計の襲晶化に成功した｡測定時間の短縮と相倹って品

質管理方面に新威力を発揮するものと思われる｡

その他光 光度計に安定した､しかも特性の優れた干

渉フィルタ←を採用､チセリウス装置の新型完成等いづ

れも従来の製品に対する改艮を続々行っている｡

Ⅹ線関係では従 のDR-･10/2S型二重焦点Ⅹ線装置

に2森のⅩ線管球を取付け､高圧発生 置に切換器を備

えたDR-10/2SII塑を完成した｡文意者を透視台にのせ

たまゝ不快の感を与えず容易に操作出来る

作した｡

動装置を

間接撮影に於て自動的にⅩ線の放射時間を制御し､一

定の黒化度の写真が得られるフォトタイマーと､管

圧､管電流及び放射時間を自由に､しかも正確に制御出

来る電子管タイマーを完成した｡これによって操作が容

易となり､確実に適度の写真が撮影出来るのでより正確

な診断が行えるものと期待している｡

理 化 学 機 械
Precision ScientificInstruments

電 子 顕 微 鏡
Electrom M:icroscopes

EU-9型電子顕微鏡

欧米に於ける最近の電子顕微鏡は2段レンズ拡大より

3段レンズ方式に み､その主眼とする所ほ何れも

顕微鏡像と同時にその視野に対応する電子廻折像による

物質の研究である｡日立 作所に於てはこの需要に応え

る可く中央研究所に於ける基礎研究と､多賀工場の商品

第1図

Fig.1.

HU-9型 電 子 顕 微 鏡

Type HUq9Electron Mjcroscope

化設計とが密接な連絡のもとに全く欧米の模倣を入れ

ず､日立製作所独自の HU-9型

この程漸く試作が完成した｡

標準仕様

加 速 圧.

性

子顧徹鏡を企図し､

.50kV

電子光学系‥‥コンデンサーレンズ､対物レ

ンズ､中間レンズ及び4段切

換型投射レンズより成る色収

差補償方式

寵

明視野 子顕微鏡像……‥2段又ほ3段レンズ

暗視野電子顕微鏡像……‥2段又ほ3段レンズ

顕微鏡試料位置に於ける電子廻折像

高分解能電子廻折

……30A

率

按‥.

:っく●,●

ラ‥.

×400～×20,000

‥ ×200,000

.×150,000

=…‥キャビネ1/3

周 波

大 き

性能上の特長

(1)

(120×55mm)18枚入り

源∴……A･C･100V200V共用･

数…………….50㌔二丈ほ60凸｡

さ…･幅1.2×奥行1.2×高さ1.7m

子顕微鏡像

色収差を補償し､球面収差を極めて小さく設計してあ
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第2図

Fig.2.

色収差補償

肝臓)

子顕微鏡像(ラ ッチの

×20,000

Electron Micrograph o土Rat's Liver

(Chromatic abberation free)×20,000

第3図

Fig.3.

るので､加

普通電子顕微鏡橡(ラッチの肝暇)×20,000

Electron Micrograph o土Rat's Liver

〔Ordinary)

圧及びコイル励磁

負担を軽減させ､従

×20,000

源の安定度に対する

に比して厚い試料の内部構造を観

察することが出来､結像に多くの

るので明るい終傑が得られる.｡

子線をあづからしめ

(2〕広範囲の倍率変化

色収差補償条件に放て×錮0～×20,000普通像に於て

×400～×20,000 の広範囲の倍 が真冬を破らずに変え

られるので光学顕微鏡との比較､その他に好都合である｡

号l第巻63第

第4図

Fig.4.

酸化モリ ブデン電子瀬徴鏡像

Electron Micrograph of MoO

第5図

Fig.5.

同 上 一 部 制 限 視 野 像

Electron Micrograph with Selector

Dial〕hragmin the Fig.4.

第6図

Fig.6.

第5図に対応する部分の 子廻折像

Electron Di壬fraction Pattern Corres-

ponding to

tlle Fig.5.

〔3〕各種 りの選択

コンデンサ←レンズ

the Part Representedin

り､対物レンズ り､視野絞り等

は何れも3箇又ほ2箇同時に挿入されており､外部より

試料の種類､撮影条件等により最も適した大いさに交換

調整が出来るっ従って極めて容易に暗視野俊が得られる｡
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第7図

Fig.7.

分 解 能 廻 折(雲 母)
High ResoIving Electron Dif士raction

Of Mica

(4)電子廻折像

電子顕微鏡像に対応した視野及び最小約1.5〟視野の

廻祈像が得られ､文中聞レンズ下部の試料室を用いて透

過､反射の高分解能廻折が出来､分散を変えることも出

来る｡文禄作方法を熟練すると陰影麒徴鏡像､Hillier廻

一折像､収欽 子線廻折像として使い分けることも出来る｡

構造上の特長

(1)日常の操作

凡ての操作ほ坐ったまゝの な姿勢で出来る｡終傍は

両眼で×2･5に拡大して見られ､又10倍ル←ペを用い

てビン斗合わせも出来る｡又左石に覗き窓があるので3

人間時に観察することが田来る｡

圧電源､電流

容易である.〕

源等は開放的に

又操作盤､醗電盤､高

作してあるから点検が

(2)高能率撮影

カメラ室ほ18枚の乾板ケースが1珂に入り､50×50

mm角36駒､又は50×20mm72駒を連続撮影が出

来る｡又撮影中幾枚目の何駒旧が露出されるかを明示さ

れるようになっている｡露出後の乾板ほ検鏡操作を シナ

たまゝで任意枚数を取り侶し現像することが出来る｡

(3)真空排気装置

新しい丑の真峯バルブを用いて排気抵抗を極力減ら

し､裏芸ポンプの容量を大きくして排気速度を上げてい

る｡又油回転ポンプほ鏡体排気用と別笹津こ更に1台設け

て乾板予備排気

扇巨

料董､カメラ窒専f削こ充てて排気

の上昇を図っている｡

(4)耐厩構造その他

高性能電子顕微鏡として振動や磁気妨割こ敏感である

欠点を除くため特別な工夫がなされており､信

く据付のた捌こ特別な

(5) 源

礎コニ事を必要とLない｡

度が高

電源として単相交流100V,200V何れでも操作出来

る｡叉周波数禰i賃の 庄安定装置も附いているので電力

事情の悪い時でも使聞出

(6)安全装置

油拡散ポンプの冷却水が止るとリレーが仲き､ヒータ

が切れて焼損を防ぎ､再び冷却7kが通ずると自動的に幼

いてと←タが入る｡高真峯バルブと低真空バルブが連動

して放き､真墨排気操作に誤りを犯す心配がない｡､又ド

アースイッチ､自動放電等が附いており､電 のおそれ

等もない｡池拡散ポンプ､油回転ポンプ等のスイッチは

真峯切換バルブと して断模するのでリーク､低真妄､

高真空の操作に間違いを起すことが無い｡

超 ミ ク ロト
ー ム

Ultra】Ⅶierotome

現今実用に供されている加速電圧50～100kV程度の

子顕微鏡によって試料の内部‡ 造を観察しようとする

にほ､試料を0･1/J或はそれ以下の超薄切片としなけれ

ばならない｡在来のミクロ1､-ムでは最小1〃程度の切

片を得るに過ぎない｡これは り機構に用いられている

送りねじ､或は傾斜面の工作精度を1/上程度にすること

が困難であるばかりでなく､滑劾部の潤滑油膜の l~■
･一.1ヽ

変動や摩擦の変動によって､実際の動きが理論的な運動

の径路と一致しないことによるものである｡

覇徴鏡用の切片を得るにはこのような機構の精度を

した全く臭った方式の超ミクロトームを用いなけれはな

らない｡

従来超ミクロl､トムとして熱膨脹によるもの､機械的

のもの等あるが､日立超ミクロトームは鋼板の弾性変形

りに利用した新しい方式のもので連絡した2枚

の鋼板にばねを介して荷重を樹け､ばねの圧縮度を変化

することによって､銅板の変形量を

る部分にナイフを取付けて 細微

節し､この変イて'_′二す

りに利用し､これに対

して試料は常に一定の面上を運動させて切削しようとす

るものである｡ って工作精度によって送りの

響されず､また滑動部がないので､摩

度が影

面の状態の変化

を顧慮する必要がない｡また送り量の調節が任意である

ことほ 膨脹に比しても優れている｡摩擦部分をなくし

たた捌こ送り機構の精度が飛 的に向上し､これによつ

て精度を大幅に上昇させると同時に､磨耗による性能低

下を皆無にすることが出来た｡

干渉計を用いてこの弾性変形送り機構の送り量を実測

した結果 差は±0.015〃程度で､超ミクロ1卜←ムとし

て極めて優れた精度をもっている｡

ナイフとしてほ安全剃刀を利用するように両刃､片刃

両用のナイフホルダーを 偏してある｡またナイフホル

ダ←には切削された切片を受けるナイフボートが付いて

おり､切片が破損されずにアルコール溶液上に浮ぶよう

になっている｡ナイフの切削角は任意に調節でき､その

角度ほ側方に表示されている｡
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第8図

Fig.8.

日 立 評 論 第36巻 第1号

弾性変形を利用した超 ク ロ ト ←･ム

Ultra Microtome UsingElasticDefor-

mation on Feed Mechanism

第8図は弾性変形を利用Lた送り機構をもつ超ミクロ

トームである｡送りの量ほ0.05～0.3/Jの間､連続的に

任意に調節できるようになっている｡

分光光電光度計
Photoelectric SpectropI10tOmeterS

EPIトF型炎光光度計

ある種の元素は炎巾に於て自己特有のスペクトルを出

L､炎を色付ける｡これは炎色反応といって古くから定

性分析淀の一方法として められていた｡最近この現象

を定量分析に利用するようになり､これを炎光分析

(Flame Photometry)といっている｡これほ金属など

のスペクトル分析が以前には定性だけに使われていたも

のが最近盛んに定量に使われるのと同様である｡

炎光光度計は分光光 光度計のモノクロメータを分光

暑旨として用い､光源部にランプの代りに被検炎光を置換

えたものである｡即ち被検液をアトマイザーと称する部

分で微細な霧となし､ガスバ←ナへ空気孔より吹込めば

霧巾の被検元素により炎は着色する｡これをモノクロメ

ータを通してその元素の輝線を選び出し､測光器でその

輝線の強さを測定し定量分析を行うものである｡

木器はアルカリ金属の如く化学的に定量分析がむづか

しく､且つ微量でも著しく着色するものに最も適するも

ので､炎光反応をもつ元素の大部分に適用することが払

来る｡

性 能

(1)検出元素

Na,K,Li,Mg,Ca,Sr,Ba,Mn等

(2)検出感度

例 Na(二波長589m/`)0･05p･p･m･

K(波長767mFL)0.10p･p･m･

(3)綜合精度

±1%

自記分光光度計
Recording Spectrophotometers

日立分光光電光度計EPB塾に引続き最も能

も高 度の自記分光光度計を製品化し､EPR

的で然

型と命名

し製作をはじめた｡

この装置ほ従来のEPB型が手動的であったのに反し

て､自動的に試料の吸収､又は反射特性を記録用紙上に

自記させるもので､次の要素より成立っている｡

1.単 色 器(Double Monochrometer)

2.測 光 器(SectorSystem)

3.試料光学系

(IntegratingSphere and Cubet Set)

4.受 光 器(Photo-reCeiving System)

5.増 幅 若芽(SignalAmplifier)

6.信号変換器(Rectifier Stage)

7.記 銀:器(Recorder)

8.駆 動 器

(DrivingGearandMagneticClutchSystem)

9.波長転換器(Wave Length Mechanism)

10.光 源(Light Source Accessory)

11,電 源(ElectricSource)

以上の要素を機能要葉的にみたブロック緑園に表わす

と第10図のようになる｡

木器の原理は､電灯の光をダブルモノクロメrタによ

り分光して単色光とし､測光器に入れて交番する二つの

,光束に分け､試料及び標準の光学系を通して､その透過
もしくは反射光を積分球により積分して受光器に入射さ

せる｡このときもし測定試料を経た光と標準試料を経た

光との間に墟度の差があれば､受光器により検出信号と

して交流を発生する｡これを増幅器で増幅して信号変換

器で二つの光のどちらが強いかによってそれに応ずる

流を発生させる｡この 流は駆動終に入り､動力となつ

て測光器に伝って検出信号が無くなる迄操作すると共
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に､記録器のペンを勤してその平衡位置を記録用紙上に

記録する｡波長送り装置で単色光の波長を変え､且つ記

録用舵を波長軸方向に送っている問以上の状態が続き､

分光特性が曲線として記録される｡

記録は平らな記録台の上で記録柑紙にペンで記録され

る｡記録時問は鋭い吸収をもった試料に対しても大きな

追尾誤差を出さぬように､ 度制御がかけてあるので､

全波長域(400～760m/J〕を約3minの短時間で完了し

ても､倍高い分解度､測定精度が保たれる｡

従来､吸収又は反射特性の測定法ほ､その手段の複雑

さのために一試料半日近くの時間がかゝり､特殊な研究

者のみがこの困難を敢えて行っていた｡最近日立分光光

光度計EPB型の出現によって約30minに短縮され

たが､木器の出現によって更に3minで測定完了しうる

ようになったので応用範囲が広くなり､化学工業方面､

医学関係はもとより､色の設計､管理に関する問題等最

近急激に盛んになりつゝある製造工業界への進出が目覚

ましく､今後各方面への活用が期待されている｡

仕 様

波 長 範 囲………………400～760m/J

波 長

測 貢≡

測 定

単 色

測 光

増 幅

区画

幅…･
･･5m/い一億波長幅

精 度…
･‥‥C.IJL規格に適合

時 間………………….約3min

器‥リト中型ダブルモノクロメータ

器･･交照光電測光法のSector方式

器……………‥･交流増幅方式

第10図 自記分光光度計を機能要素的にみ

たブロ
ック線図

Fig･10･Block Diagram of the Recording

Spectrophotometer

第11図

Fig.11.

自記分光光度計の一部

Recording Spectrophotometer

所 用

.･･‥交流点灯
源…･全交流式100V50`㌧又は60`b

池不要)

.‥..1.5kW

光 電 光 度 計
PIlOtOelectric Photometers

28年の本号に於て日立光電光度計EPO-B型の完成を

報告Lたが､今回これに用いるフィルタを劃期的に改良

しで性能を向上した点に就いて述べる｡光電光度計の性

能はそれに用いるフィルタの性能によって決定されると

いつても過言ではない｡.このフィルタは所

イルタであって､ る【･つの波長の光を

モノクロフ

し､他の光を

透さないものでなければならない｡これにほガラスフィ

ルタ又はゼラチンフィルタを用いるが､何れも性能が不

十分で満足のものが得られず､多くの光

ーの悩みであった｡日立

光度計メ←カ

作所では干渉フィルタを採用

してこれを解決しEPO→B彗叛こ装蒸するものは一切この

タイプのものに改めたので一層好評を博するに至った｡

この干渉フィルタは日立製作所が一両年来自家製作間

力を培 した技術で､最近発達

Lて発明せられたものである｡従

学の一成果と

のフィルタが化学的

物質による光の吸収特性を利用したのに反し､物理的に

光の干渉を利用し､ある波長のみ干渉によって強く透過

し､他の波長は干渉によって全く さないようになって

いる｡文これを構成する物質も単純な無機物質ばかりで

草

｣

番 一号

3

7
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3

5

7
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5

5

6
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第12因

Fig.12.

主波長の位置岳述･‥-･い

420-440

455-475

495-510

525-540

545-560

565･-575

600-615

650～670

過率(%)l波長幅(ml⊥)

45 以上

35 以上

25 以上

20 以上

20 以上

20 以上
20 以上

45 以上

30 以下

25 以下

25 以下

25 以下

25 以下
25 以下

25 以下

40 以下

干渉 フ ィ ル タ の特性
Characteristic Curves of=Inter-

ference Filters=
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第13図 ゼラチン フ ィ ル′タ の特性

Fig.13.Characteristic Curves o土 01d

TypeFilter

あるから変質等が少く強放で安定である｡干渉フィルタ

の特性は第12図(前頁参照)に示す如く目的とする波長

の光を豊富に透し､これより波長が少しズレると急速に

透過率が減少するのでモノクロフィルタとして良質なも

のが得られるのである｡この事ほ第13図のゼラチンフィ

ルタの特性と対比して見られると明らかである｡･

欧米でも数あるメ←カrの巾干渉フィルタを採用Lて

いるものはその自家製作能力のある二三メ←カーに限ら

れている現況であるが､我国で日立光 光度計EPO-B

塾が逸速くこれを使用した事は日立技術の成果の一つの

現われである｡筒干渉フィルタ自体の説明は項を改めて

紹介する｡

チセリ ウ ス装置
TiselitlS Apparatus

昭和23年チセリウス装置が本邦に於て始めて実用され

て以来､医学研究家の熱心克努力によって､実験方式が

格一化され､研究発表の手段としての権威を認められる

に至って､その普及ほ目覚ましく､

の研究室にほ不可欠のものとして､

の役割は極めて重要なものである｡

HT-B塾チセリウス装置の完

医学､生化学､薬学

斯界に果しているそ

に依って､従来の取扱

複雑な器械を一躍簡易化して､日常の実験を簡 に行え

るようになったことほこの普及の一因であるが､現在で

はすでに基礎研究の域を脱し､その結果を臨床検査に採

用する時期に到達している｡臨床用としての取壊の簡易

化に主眼を置き､更に重要な試料の僅少化を計って､新

たな試作品HT-D塾を完成した｡試料所要量軽減のた

めセルほ超ミクロセル〔1cc)を採用し､それに伴い装

置全体を極力小型とし､普通の事務机に載る程度の魅つ

たものとした｡電塾･よ1人で持運びができ､又 源装置

は本体の--∴部に内蔵され､セルの操作､点換､写真撮影､

電流調整等すべて操作が容易に行えるように改良されて

いる.

評 論 第36巻 第1号

第14図 HT-D型チセリ ウ ス装置

Fig.14.Type HT-D Tiselius Apparatus

光学系に改良を加え､光量を有効に焦点板上に集める

ような としたため､明るいパタンが得られ､明るい

部屋に於ても何等の暗幕なしに観察と撮影ができる｡

Ⅹ 線 装 置

Ⅹ-Ray tJnits

診療用Ⅹ線装置
Diagonostic X-Ray Units

大型装置を取 めると第1表の通りである｡第15図に

その全景を嘉す｡

本装置は診療用Ⅹ線装置として最高級の性能を有する

もので､下記の特長を持っている==

(1〕Ⅹ線管電流､管

iこ制御LH

圧及び放射時間の3要素を確実

るので常に同一調子の写真がとれる｡

(2:)操作が簡単で､使い易い問蹟制御方式を

安全保護装置が完全なので故障が起らない｡

(3〕Ⅹ線開閉器､

用し､

器等特殊な設計に依り性能

第15因

Fig.15.

DR-10/2型二重焦点Ⅹ線装置

``DR-10/2=DoubleFocusX-Ray Unit
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第1 日 立大型Ⅹ線装置仕様

Tablel.Specification of Hitachi500MA

Type X Ray Units

呼 鰊

DR-10/2Sj

二童焦点

速写型

仕

電 源

整 流

Ⅹ 緑 管

大焦点

小焦点

祝

撮

軍用 200V50.′′60亡b

仝波 KOrlOO4本

SDR一一10′/2

5mTnX5mm

2mmx2Ⅰ¶汀n

95KVP 4mÅ 連続

彩

大焦点 60KVP300mA O.2sec

小焦点 60KVP 30mAl.Osec

高圧発生装置

60KVP500mAl.Osec

万能透視台､Ⅹ線管保持器

高圧発生装置､制御貴子附属

が良く､デザイ

速 写 装 置

診断用Ⅹ線

をする場合､

摘 要

一般に5001nA装

置と呼称されてい

るものであるが､

更に二項焦点Ⅹ緑

管一球を使用し､速

写ケ【スを取着け

ると速写が.リ1来る

一般に500mA装
置と呼称されるも
ので､更に二貰焦

気管球を使用して
いる｡

一般に500mA装
置と呼称されるも
のである｡

2本のⅩ緑管球を
]衷付げ､ 尚 庄発生
装置に切換器を自
成し､任

.私 に切換
えが可能｡それ以
外は DR-10/`2S

と同じである｡

置で､造影剤を用いて胃腸､血管の撮影

又は透視により最適の時期を捉えて撮影を

するには､是非 写装置が必要である｡ 軍装置を用い

ると透視から直ちに撮影を開始することが出来る｡第1`

図はその全景(透視時〕又第17図ほ隈影嘩を云す｡

性 能

よ了終視

視‥
.‖キャビネ版

影…………キャビネ 連続2枚

り混影開始までの時間…･最小0.5sec

なおカセヅテ〔フイルム枠〕ほ倍j車に交換H来るので

殆ど連続に撮影が可能である｡

特 長

(1)操作が容易である｡間接制御のため足踏開閉器

を踏んで透視をしたまま､ただハンドルを動かして､カ

セ･ソテを中央に移動するだけで､撮影が出来る｡

(2)高速度に連続撮影がH_来る｡透視より撮影にⅩ

線管を切換えた場合のフィラメン下の温度上昇に要する

時間､カセソテの移動による振動の終了時間等を考慮し

て時間連れリレ←を装備してあるので､自動的に一定の

時間を置いてⅩ緑が放射L完全な撮影が出来る0

第16図

Fig.16.

速 写 装 置(透視時)

Position of Spot Film Device at

theTime of Fluoroscopy

第17図

Fig.17.

速 (撮影時〕

Position of Spot Film Device at

the Time of Radiography

(3J装置へ取付けが簡単である｡普通の堕光板を外

して簡単に取換えが出来る｡

この装置では制御卓子で予め透視､撮影の条件に適す

るよう､管電圧､管電流､放射時間等を設定して置けば､

他人の助けを借りずに独りで透視､撮影が達締約に出来

る｡ニれは日立Ⅹ緑葉置のみが採用している間接制御万

式による効果で､従来の直様制御方式の

如き高速度の

Ⅹ換装置の特

連フ 透 影撮祝 は絶対

の一つである｡

筐ではかくの

も､Vな案出に ので日立
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第18図 DR-10/2SII型 日立二管球切換器付二重

焦点速写塑Ⅹ線 置

Fig.18.Hitachi"DR-10/2SII=DoubleFocus

Spot-Film X-Ray Unit with Tube

Changer

= 管 球 装 置

一組の 源装置と制御卓子で､Ⅹ線管を2未使用する

場合には普通別箇の高圧切換器を使用しているが､一般

には種々の故障が起りやすい.っ本装置でほ 源装置の中

に高圧切換器を収納し故障発生の原因を除き､構造を簡

単にしたものである｡第l咽はその装置である｡

特 長

(1)操作が容易で安全である｡制御卓子の切換用ツ

マミを動かすのみで切摸えが出来る｡なおⅩ線管に高圧

がかかつている時ほ､誤って切換用ツヤミを動かしても

動作しないので接点を損傷したり､絶

ことがない｡

ざ由を劣化させる

(2)動作が確実で故障がない｡Ⅹ線管フィラメント

回路は各別箇にフィラメントトランスを置き､一次側で

別に切換えているので､フィラメント回路の接触不良に

よる故障が全くない｡

(3)二蚕焦点Ⅹ線管の二管球切換器である｡

透視台電動操作装置
Motor-DriveApparatilSOfTreatingTable

診断用大型Ⅹ線装置の透視台は普通手動によりその角

度を調整することが多いが患者を乗せたまま手動で操作

することは非常に不便で､かなりの重労伐である.｡かか

る不便を除くため､ 動操作装置を 作した｡弟19図は

その装備した全景を示す｡第19図中①本体､㊤リミッ

トスイッチ､④操作スイッチである｡操作スイッチほ操

作に便利な箇所に設置され､それにより､透視台立臥の

操作をする｡なお操作スイッチの他にリミヅ

があり､立臥の 端はそれにより停止する｡

機減速装置と制動機とよりなり､移動中の

し､且つ起動停止

トスイソテ

本体は電動

度を適当に

の速度の変化を適当に選び､人体に

第19図 透視台電動操作装置

Fig.19.Motor Drive Apparrtus of

Treating Table

不快な感を与えないように設計されている｡

なお太装置は日立大型Ⅹ線装置DR-10/2S型､10/2

型､10A塾に簡単に操着出来るようになっている｡

木装置の主な特長は次の通りである｡

特 長

〔1)動作が静かで患者に不快のプ

〔2〕操作が容易であり､

を与えない｡

命が長い｡特に整流子電

動機を使用していないので消耗部分がない｡

(3〕取付が容易であるL=.

使用 動機 200W 分相起動単相誘導電動機

DN一班型Ⅹ線間接撮影装置
=DNJM"MassChestSurveyX-RayUnits

第20図はその全景である｡間接装置ほ集団検診のため

移動して使用されることが多い｡それ故移動が容易なこ

とを第一条件とし､更に次の点を老熟こ入れて設計製作

されている｡

〔1〕移動容易｡

(2) 源事情が悪くとも撮影が削来るし

〔3)Ⅹ練防護が完全である｡

(二4)操作簡単で､取扱いが便利である､｣

(5〕寿命が長い｡

性 能

電 源‥.
･‥‥単相100V50ノ60こ､フ

整 流 ■方 式………………‥自己整流型

Ⅹ 線 管‥.
‥..‥‥.‥SDW-10

地………………陽極接地方式

視…………85KVP4mA連続
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造

影･…….60KVPlOOmAl.Osec

(1)蛍 光 箱(暗箱〕

分解組立が簡単である｡文子供用の蛍光箱は､蛍光板､

カメラ問の距離が短いが､その交換ほカメラをつけたま

ま簡単に操作が出来る｡第21図ほ子供用螢光箱を示す｡

(2) 瀕装置

変圧器は特殊設計とし､負荷時の 少に常巨｣-刀流 い｡

それ放電源事情が悪くとも､良好な写真撮影が出来る｡

Ⅹ線管は陽極接地とし､冷却､野扱いが安全容易である｡

その他高圧絶縁には に留意L､防Ⅹ線カバーほ回転F-1i

リーダ⊥付撮影台による撮影が容易である｡

(3)パ ネ ル

透視回路に過負荷リレ←を入れ､

過負荷リレーが確実に動作する｡

(4)Ⅹ練防護

流6～7mAで

防Ⅹ練カバーを完全にし､なお蛍光箱の下方に防護ゴ

第20図

Fig.20.

DN-M型 日立Ⅹ線間接撮影装置

Hitachi=DN-M=

ⅩRay Unit

MassChestSurvey

第21図

Fig.21.

子 供 用

Fluoroscopic Box

蛍 光 箱

for Children Service

315

ム布､パネルの前に衝立をつけ､操作者の防護が完璧で

ある｡

フ ォト タ イ マ
ー

Photo-Timel･S

フォトタイマーとほ間接撮影の場合フイルムの黒化度

が一定になるように自動的にⅩ線の放射時間を制御する

装置であり､これを使用すれは如何に電源事情が変って

も､被写体の体格が違っても､自動的に 整され､1枚

も失敗することなく､常に窯化度の一定な写真が得られ

るので､診断が非常に容易となる｡

フイルムの黒化度を一定にするには､フイルムに当る

光の総量をmう≡にせねばならない｡フォトタイマ←は螢

光板の光により動作する光

蓄え貯に器

管を置き､その光 流を薔

器の電圧が或る値になった時､リレー

が動作してフイルムの露出を

いる｡

整するように設計されて

日立フォトタイマ←は二次電子増倍型光

のみ. 鞘し､

管
､二極管

命が割合短い三極放電管を使用していな

いので､動作が安定で､寿命が非常に長い｡

第22図はフォトタイマ←の外観で､第23図は日立間接

第22図

Fig.22.

日 立 フ ォ
ート タ イ マ ←

HitachiPhoto Timer

第23図 フォトタイマー付き日立Ⅹ線間接撮影

Fig.23.Mass Chest Survey UnitwithPhoto

Timer
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装置DN-Mに操備したものである｡筒口立フォトタイ

マ←ほ日立間接装置にコンセントに依り､簡単に装備出

来るようになっている｡又大型装置にも､僅かの改造に

より装備出来る｡

特 長

(1)常に悪化度一定の写真が撮れる｡

(2)二極管と直流リレ←のみであるから､

い｡

(3〕操作が簡単で持運びが容易である｡

電子管タ イ マ ー

Eleetron Timer

命か長

常に良好なⅩ練写真を得るためには､思い通りのⅩ線

を出せなければならない｡即ち装置としては､管 圧､

管電流及び放射時間を自由に制御出来ねばならない｡そ

れでタイマ←の精度が非常に重要となって

然るに→股に使用される同期電動機式タイマ←は周波

数が変化すれi･ま､周波数の影響を受け､その動作時間も

変化する｡文一方その構造上､短時間の動作はその指示

がバラつき､普通0.05sec以下の場合には十分正確な動

作をしない｡

子管タイマ←ほ時間を計る装置として､一与喜値の直

流 源､蓄 許､二極放電管を使用したもので純

に動作するので､0.03secの短時間の場合でも正確に､

バラつきなく指示し､又周波数の影響を全然受けない｡

評 論 第36巻 第1号

第24図

Fig.24.

日 立電子管 タ イ マ ー

HitachiElectron Timer

簡便硝管球も黄も動作が安這､ 命の長い二極管のみで､

長年月の佐田に対しても動作が極めて安定である｡

以上の如く 子管タイマーは特に短時間の指示が正確

であるから､0.1sec以下の撮影には特にその優れた性能

を発揮することが出来る｡

第24図ほその全様を示すもので目盛板部ほパネルの表

面に､叉木体ほ内部に装備するものである｡

特 長

(1〕時間が 源周波数に無関係に正確である｡

(2)目盛 0.03 0.05 0.07 0･10.15 0.2 0.3

0.5 0.7 1.0 1.5 2.0 3.0 4.0

5.Osecである｡

(3〕時間のバラつきがない｡

(4〕二極管のみを佐用しているから動作が安定で寿

命が長い｡

(5)小型で装備が容易である｡




